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＊ 自動光電子午環パンフレット収蔵 

 1982 年完成の自動光電子午環のパンフレットが図書の司書からアーカイブ室に届けられ

た。確かにパンフレットの類は図書室で収蔵されるものではなさそうである。貴重なデー

タ、記録としてアーカイブ室で収蔵しておくことにした。しかし、自動光電子午環のパン

フレットが最早収蔵の対象とはという感慨がある。このパンフレットの最終ページに自動

光電子午環が実現するまでという年表（写真 1）がある。 

       

            写真 1 自動光電子午環の実現まで 

 この自動光電子午環建設の経緯の一部だけだが筆者も知っていることがある。まず建設

用地は当初は明るい三鷹を避けて千葉県が検討され、試験観測などが行われていた。しか

し、1964 年から新東京国際空港の開設が提言され、1966 年に千葉県成田市への建設が決ま

り、千葉県では成田空港建設をめぐって成田闘争なる派手な喧噪で騒がしく、再び国によ

る用地取得で騒ぎを起こしたくない文部省は千葉県への建設を認めなかった。 

そこで、自動光電子午環の建設を推進していたグループは岡山天体物理観測所構内に新

子午環建設を検討し、現地調査を行い、新子午環を置くことが出来ると結論を出した。平

地でない岡山天体物理観測所では子午環本体の南北 80m の下がった所に子午線標を設置す

るのでむしろ平地でないなだらかな山が工事費も安くなるというのであった。その頃、筆

者は岡山天体物理観測所所長の大沢先生のグループにいた。大沢先生は「岡山天体物理観

測所」は天体物理の観測研究を行う観測所で、位置天文学の観測施設設置はなじまないと

お断りをしたようであった。この決定には筆者はいささか偏狭ではないかと思ったもので

ある。そんなことで建設用地の検討が進まないうちに、突如として補正予算で自動光電子



午環の 10 億円と云う予算が降ってきたから、新たな土地を求めている余裕はなく、三鷹構

内に設置したと漏れ聞いている。そうなのです！その頃は重大な事項は「漏れ伺う」とい

う雰囲気だったのである。その頃教授会は無く、重要事項は部長会という機関で決められ

ていた。そしてそうなのです！時は田中角栄総理の頃の話なのである。 

この自動光電子午環は 1982 年に完成して、2000 年頃まで観測に用いられたが、1989 年

にヨーロッパ宇宙機関が打ち上げた恒星位置精密観測衛星「ヒッパルコス」が太陽近傍の

12万個に及ぶ天体の位置を地上からの観測の10倍以上の精度で観測したことから地上から

の観測の意義を失ったこと、計算機制御の観測装置であったため、計算機が故障して更新

できなかったこともあり短い観測期間でその役目を終えた。すでに 2010 年、10 年以上前に

役目を終えた歴史上の望遠鏡になっているのです。そこで完成時のパンフレットをアーカ

イブしておくことにした次第です。写真 2は完成時の雄姿である。 

      

           写真 2 完成時の自動光電子午環の雄姿 



 このパンフレットには、「星たちの正確な位置を求めて」と子午環による観測の天文学

の意義、当時、創意工夫を凝らした最新鋭の観測装置であることなどが書かれています。

以下パンフレットの記事を紹介する。 

 

    



 

 



 

 



 

 



     

完成間も無い自動光電子午環観測棟 

 最後に、パンフレットの表紙である。 

 

このパンフレットは、元天文台職員岡崎清

一氏の御遺族が氏の残された図書類を国立

天文台図書室に寄贈のため持ってこられた

中にあったものである。この程度に古さの

ものは、現役の国立天文台職員の多くの方

がお持ちであろうが、すぐには出てこない

のが実情であろう。筆者もその一人である。


